
中津市立 和田小学校 
 

学力向上プランの概要 

 

《重点目標》 「確かな学力を身につけ、学び合いができる」 

 

① 一単元、一時間の授業ゴールが児童に予想できる授業の確立 

・つけたい力の明確化 

・適切な「めあて」「課題」と「まとめ」の位置づけ 

② ペア、グループを取り入れた「学び合い」のある授業づくり 

  ・聴くこと、伝えることの場の設定 

  ・１時間１発言 

③ 読書量を増やす取組の推進 

・読書タイム、読書週間の充実 

・授業における図書館利用の促進 

 

 

効果のある取組事例 
 

① 指導方法や指導形態の工夫 
○算数  ・３年生以上のクラスに指導法担当が入り、単元の特性により《ＴＴ指導》《少人数

指導》《習熟度別指導》を行う。 

     ・和田小算数科学習スタイルの徹底 

・課題、まとめをしっかりと位置づけ、まとめは児童の言葉でできるようにする。 

・自分の考えを「書く」「伝える」授業を進める。 

○国語  ・単元全体を通してつけたい力を確認し、ふさわしい言語活動を選定しての授業づく

りを進める。 

② 児童生徒の学習意欲を向上させるための工夫 
○「学び合い」を基盤にした授業づくり（全員参加、協働的、教科の本質） 
    ・子どもの思考を促す課題設定 

      ・授業の中に「ペア」や「グループ」、「全体での交流」を適宜取り入れる。 

      ・児童相互が考えを出し合い、聴きあえる関係をつくる。 

      ・「わからない」を大切にする授業展開 

③ 家庭学習の取り組み 
○基礎と活用を意識した課題の作成 

○全員提出の指導 

○希望者によるアドバイスタイムの設定 

 



 

和田小学校学習規律(きまり)・学習スタイル 

 

 

１．学習規律（きまり）について 

【教師】 

○１時間の内容をはっきりさせる 

○板書をきちんとする（視覚優位の子どもへの支援・板書の構造化） 

○チャイムで授業をスタート（スタートできないときの対応をはっきりさせておく） 

○チャイムで授業を終わる（終わらないときは、どこまでするのかを明確にする） 

【子ども】 

○朝読書は、８時３０分には全員読書を始める（事前準備の意識） 

○次時の学習の用意して休み時間に入る（５分休みは準備の時間） 

○チャイムが鳴ったときには着席している 

○筆箱には、飾りをつけない（学習に集中する環境） 

○筆箱には、赤鉛筆（青鉛筆）・鉛筆３～５本、定規、消しゴム、ネームペン 

            ボールペンなどいらない物を持ってこない 

 ＊ボールペンを使うときは、理由をはっきりさせ、原則は赤青鉛筆であることをはっきりさせておく 

 ＊定規類、消しゴムは、キャラクター物でなく、「見やすい・よく消える」ものであることを常に知らせる 

 ＊筆算などの線は、定規で引く 

○小物袋に必要な物は入れる（ハサミ・のり・三角定規セット・コンパス・分度器など） 

○挙手の手はだまって挙げる 

○授業中にトイレ・鉛筆削りに行かない（休み時間に行く徹底） 

○人の話の途中で話さない。(手遊びをしない) 

○教室のはしにいる友だちに聞こえるような声で話す（他者意識を持つ） 

 

１．学習スタイルについて 

（１）聴き合う関係つくり 

教師は 子どもは 

 聴く 

○一人ひとりの思いを丸ごと受けとめる聴き方→

良い意見・困った意見という聞き方ではない。ど

の発言も素晴らしいと信頼し期待する 

○発言の受けとめかた（つながりを聴く） 

  ★その発言がテキストのどの言葉に触発され

たものかを認識して聴く 

  ★その発言が他の子のどの発言に触発された

ものなのかを認識して聴く 

  ★その発言がその子自身のその前の発言とど

うつながっているのかを認識して聴く 

  

 話す 

○「間」をとる。（すぐに子どもの発言に返さない。） 

○声のトーンを下げて、ゆったりと話す。 

○必要な言葉に限定し、言葉を選んで話しかける。 

 

 位置 

○発言する子の斜め横で、耳を澄ます（離れていて

も自分の分身をその位置に置くようにイメージ

する） 

○子どもと同じ目の高さで聴く 

○子どもの中に入ろうとする居方ではなく、教室の

ケアの関わりを築く 

★わからなくなったり、つまづいた時「ねえ、こ

こどうするの。」とたずねること 

★仲間にたずねられたら、必ず誠意を持って仲間

の要請に応えること（自分が困れば友だちの助

けを借り、最後まで責任を持つ） 

 

学びをダイアローグ型（対話）の言語によって進

める 

★相手意識を持って話す。語り言葉で。 

★「うん」「なるほど」とあいづちを打ったり、

うなずいたりする。 

★顔をあげて、発言者を見て聴く 

  

アシスト発言をする 

(わかろうとして、受け入れようとして聴く） 

★発表に困っている子の続きを受け取ってこう

いうことと返す 

★発表に自信のない子に、聞きたい、伝えてと言

う 

★グループの中での発言を取り上げ、自分とつな

いで話す（間接的に紹介） 

 

参 考 



子ども全員を自分の身体イメージの中に入れ込

む居方で立つ 

聴くことに集中できるように 

★机上は今必要でないものはしまう。 

★コの字型の机配置 

 

（2）算数科の学習スタイル 

～「分からん、教えて。」から始まる協同的な学びをめざして～ 

１時間の基本的な学習スタイル 

〈学習過程〉           〈学習活動〉             〈学習形態〉 

①   つかむ            問題・課題の提示            全体学習 

     ↓ 

     ↓ 

 考える            考えを持つ              ペア・グループ学習 

     ↓                                （個人作業の協同化） 

     ↓ 

出し合う           困りの解決              全体学習 

聴き合う           解法の理解              ペア・グループ学習 

    ↓             多様な考えとの出会い          （疑問や課題） 

    ↓             基礎・基本               （解法の確認） 

 

 生かす              練習問題をする                 ペア・グループ学習 

 

 

                    

    

②③  〈学習過程〉           〈学習活動〉             〈学習形態〉     

つかむ            問題・課題の提示            全体学習 

 ↓  

    ↓ 

   考える            基礎・基本を活用           ペア・グループ学習 

    ↓             思考を深める             （個人作業の協同化） 

    ↓ 

   出し合う           困りの解決              全体学習 

聴き合う           多様な考えとの出会い         ペア・グループ学習 

                                     （解法の確認） 

                                     

ペア・グループ学習を入れる時 

ペア・グループ学習 … 個が基本  個の学びを充実するために他者の考えと交流する場 

 

・個人作業の協同化の場面 → 自分の考えを持つとき   

・疑問や課題の提示の場面 → いったいどういうことだろうという疑問や課題が浮かび上がったとき 

・解法の確認の場面    → 他の考えを納得するとき 

・学びの確認の場面    → 学習した大事なことを確認するとき（まとめ） 

 

単元構成 

① 共有の課題 ＋ 練習問題 

② 共有の課題 ＋ ジャンプの課題（教科書の数時間後の内容 スキップした課題）…… 時数の短縮 

③ 共有の課題 ＋ ジャンプの課題（教科書以上のレベルの内容） 

①  ② ③を組み合わせて単元を構成する。                 

共有の課題とジャンプの課題  

   共有の課題    教科書レベルの課題 

    ジャンプの課題  教科書をスキップした課題 

教科書レベル以上の課題 … 学力テストＢ問題、中学校入試問題などから共有の課題

まとめる             学習のまとめ                  全体学習 

      ↓               わかったこと                  ペア・グループ学習 

      ↓                                      （学びの確認） 

共
有
の
課
題
（
つ
く
る
） 

ジ
ャ
ン
プ
の
課
題
（
深
め
る
） 



を発展させた問題を課題として選択する。 

 

 

ノートの活用   

①  共有の課題 ＋ 練習問題                  ② 共有の課題 ＋ ジャンプの課題 

 

・１時間見開き１ページを基本にする。 

・学習プリントを使う場合は、ノートに貼り付けたりファイルに綴じ込んだりする。 

 ・気づきや疑問、チェックなどを書き込み、振り返りに役立てる。「マイノート」（高学年） 

 ・ノートに書いた自分の考えは消さないことを指導する。 

 

ＴＴ指導 授業における役割 

Ｔ１  授業計画・課題提示・学習形態の判断・まとめ・支援 …全体を見通して授業を展開 

                               個の考えをつなぐ・もどす 

 

 

 

 Ｔ２  支援・黒板掲示・考えの整理     

                                

・子どもの学びにゆだね、支援は必要最小限にどどめる。 

（学び合いが成立していないとき参加できない子どもがいるとき） 

・ペア・グループ学習の際は２分割し、子どもの学びを支援する（見守る）。 

・必要に応じて児童の学習状況の情報交換をし、学習の流れを考える。 

・視聴覚機器等を活用し、支援に生かす。（実物投影・電子黒板・大型ホワイトボード） 

・単元や課題に応じて、少人数指導にする。（図形等の技能の定着など） 

 

☆「０時」→「学習過程」→「マイスタディタイム」→「評価テスト」の徹底 

○ ０時  

 単元に入る前に児童のレディネスチェックし、学び直し・分かり直しをする。 

   ・前学年・前単元で学習した関連する内容のミニテスト 

   ・基本はグループ学習  

 

○ マイスタディータイム 

 単元の終わりに定着度のチェックをし、学び直し・分かり直しをする。 

  ○速さにとらわれず、性格に 

  ○事前にやり直しの取り組ませ方を指導する 

   ・バッチリコース … 単元をふり返り学び直し、学習内容の定着をはかる。 

   ・チャレンジコース…応用力・思考力を伸ばす。問題を工夫する。 

 

○ スキルタイム（８：３０～８：４０） 

曜日 教科 内容 

月 算数 復習の定着（スパイラルで） 

火 算数 復習の定着（スパイラルで）  ・思考力を高める問題は授業中心 

水 国語 言語事項に関わる基本問題 

木 国語 書く・聞く・読むスキルに関するワーク 

     ・学期初めは復習から（前学年・前学期の内容） 

日付 単元名（小見出し） 

問題 

課題 

考え 

 

 

友だちの考え（よい考え） 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

練習問題 

 

 

 

日付 単元名（小見出し） 

問題 

課題 

考え 

 

 

 

 

 

 

ジャンプの課題 

考え 

 

 

 

 

 

 

児童の把握 
情報交換 



     ・各学年３～５分問題を解く→５分間答え合わせ→（交流）→ファイル綴じ 

     ・学年に応じて問題量や内容を変更する。 

     ・他者と競うのではなく、自己のレベルアップを目標にする。 


